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神奈川県のヒメムヨウラン
(勝山輝男)

最近 (2006年 7月末)，サカネラン属 Neottia

L の標本を再検討する必要があり，生命の星 ・

地球博物館のサカネラン属の標本を調べた.ヒ

メムヨウランNeotu<αasiaticaOhwiのカバーの中に

1985年 6月2日に秦野市菩提で採集され， ヒメ

ムヨウランと同定された標本 (KPM-NA1073058)

があった. この標本はサカネラン属を特徴付け

る根の部分がなく，花茎のみの標本であるー 乾

燥標本なので花部の細部はわからないが，少

なくともヒメムヨウランではない.~神奈川県植物

誌 1988J]の調査時に使用していた茶色い紙のカ

バーには「ヒメムヨウランJを消しコケイラン ??j

と書かれている 花茎の様子や， くしゃくしゃに

なった花部の様子はコケイランに矛盾するところ

はない.採集月日もコケイランの花期と一致して

いる. 確実な同定とはいえないが， この標本は

コケイランの可能性が高い. いずれにせよ， ~神

奈川県植物誌 2001J]の秦野市菩提のヒメムヨウラ

ンの分布記録は，この標本に基づくものなので

削除すべきものである.

ヒメムヨウランは神奈川県植物目録(1933)に高

座(海老名)と中(鷹取山)を記録し，首都大

学東京の牧野標本館には「武蔵横浜 1915牧野

富太郎 MAK-26105jのラベルがついたヒメムヨウ

ランの標本がある. ヒメムヨウランは亜高山帯の

針葉樹林下に生えるラン科植物で， 照葉樹林帯

での分布は疑問があるが， この標本があるため

神奈川県では絶滅種として扱うことになる.

横浜平沼と)11崎のオオクグ標本
(勝山輝男)

Flora Kanagawa No.53 (2002)で横浜西戸部

産のオオクグ Carexrugulosa Kuk. (カヤツリグサ

科)の標本が国立科学博物館に残されていたこ

とを報告した 今回，首都大学東京の牧野標

本館の標本を調べたところ横浜平沼牧野富

太郎 1911MAK-218285j， I横浜平沼 Apr.1912

MAK-218286j， I横浜 1905松野重太郎

MAK-I09037j， I武蔵川崎 Juneム1914大阪府

女子専門学校標木採集者不明 MAK-217828j
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の4点、のオオクク。の標本があった. 横浜の 3点

の標本は産地の表記は異なるが，前回報告した

ものとほぼ同じ産地で採集されたものと思われる.

武蔵川崎の記録は新たな発見である. 現在の東

京湾沿岸にオオクグは見られないが， 当時， 東

京湾の塩湿地にかなり広くオオクグが分布してい

たことがうかがえる

サワトウガラシは絶滅していない
(勝山輝男)

『神奈川県レ ッドデ ータ生物調 査報告書

2006j]ではサワトウガラシ Deinostemaviolaceum 

(Maxim.) T.Yamaz. (ゴ、マノハグ‘サ科)は絶滅種

とされたが， 2005年 9月に菅津桂子氏により，

相模湖町寸嵐で採集されており， 絶滅危倶 1A 

類と判定すべきところで、あった. 標本データベー

スに入力されたのが 2006年 2月で， このときに

はすでに RDBの評価は終わっていた絶滅種

が一つ減ったのだ、から，よろこぶべきことではあ

るが，標本提出，データ入力， 標本のマウント，

配架のどこかの過程でサワトウガラシの標本に気

がつけば， 印刷前に訂正することは可能で、あっ

ただけに，編集に携わった者としてはちょっと残

念なことである.

アフリ力フウチョウソウ
(佐々 木あや子)

先日， 二宮町在住の方から「見慣れなし、小

さな植物が花をつけている」としづ連絡をいただ

き， 見に行きました. そこは空き地になっていて

メヒシパやエノコログ、サが生えていますが 2年

程前まて、は家があったところで、した その一角に

小さな花をつけた植物が地面を這うように見られ

ました. 中には通路のコンクリートの割れ目に根

を張っている個体もありました.フウチョウソウの

仲間ではなし、かと思い， 持ち帰り帰化植物図鑑

て、調べてみたところアフリカフウチョウソウ Cleome

rutidosperma DC.と分かりました

アフリカフウチョウソウは植村 ・水田 (2002

Bunrui 2(1): 27-28)が兵庫県神戸市産の標本で

和名を新称しました. 熱帯アフリカ原産で東南ア

ジアや熱帯アメリカに広く帰化するとしています



わが国へは兵庫県と東京都多摩市に帰化の報

告(帰化植物図鑑平凡社)があるが県内への

帰化の報告はありませんでした

以下、標本を基に形態を記しておきます.

高さ 10~ 15cm. 茎は基部でよく分校し，枝は

横臥して地を遣う茎はまばらに毛があり，葉は

互生し3小葉でソト葉は先の尖った楕円形.花は

単生，葉服につき花柄は 3cm，花は約 8mmで

淡紫色，花弁は 4枚.果実は直径 4mll1， 長さ

5 c佃mで

飛ばす.種子は黒色，径 1.5mrnしわ模様があ

る肩球形で， エライオゾームがある

標本

中郡 二宮町山 西 Ju1.l7，2006佐々木あや子

KPM-NAOI25925;足柄上郡大井町山田 Sep.24，

2006山本絢子 KPM-NA0125927.

5mm 

アフリカフウチョウソウ
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ヒナツメクサ
(佐々木あや子)

先日、伊勢原市在住の酒井道子さんから開花

したシヤジクソウ属の写真が送られて来ました(表

紙参照).そこで酒井さんにお聞きし，生育地

を見に行きました.そこは最近路肩や法面を工

事したところで， 写真の植物はシロツメクサに混

じってヒ。ンクの花をつけていました 大きな株で

3cm 
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したが l株しかありませんでしたので校いた

だいて標本にしました.また果実になるのを期

待して花瓶にさしておきました 後日 ，果実の

確認に行きましたが， シロツメクサに混じってい

たためか，または刈り取られてしまったのか分か

りませんが， 見つけることができませんでした.

幸い花瓶にさしておいた花が果実になりましたの

で，その形態を見ることができました.

M. Zohary & D. Hell巴r(1984 The Genus 

Trifolium)で調べたところ あrifoliumresupinatum 

しと出ていました. 念、のため科博の標本を見に

行ったところTresupinatumで間違いありません

でした • Tresupinatumはすでに浅井(1952相模・

藤沢近傍帰化植物報告)により，藤沢で採集さ

れた標本を元にヒナツメクサの和名がつけられ，

長田 (1972日本帰化植物図鑑北隆館)に記

述がありますが， 県内からはその後報告はありま

せんでした.

また，同じころ県博に送られてきた川崎市多摩

川産のシヤジクソウ属の不明標本があり，これも

ヒナツメクサでした 神奈川の伊勢原と)11崎とし、

う離れた 2ヶ所同時に再出現したことになります

以下，採集1栗本を基に形態を記しておきます

l年草，茎は直立または斜上し， 下のほうか

ら多く分枝し，高さ 40~ 50cm 基部の葉は大

きく，上部のものは小さい 葉柄は基部のもの

では長さ 5cm，しだいに短くなり， 上部のもので

は長さ lcm. 小葉は楕円形，基部は模形，先

B 

C 

lcm 

ヒナツメクサ

A 全体，8 小花， C 若い果実

(上唇側から)， D同(横から)， 

E小葉



端は尖り， 葉縁には細かく鋭い鋸歯があるー 托

葉は無毛，膜質で卵形，縦線が目立ち先は

尾状となる.頭状花序は葉肢に lつずつつき，

総花柄は葉柄より明らかに長く， はじめ扇球形

のち球形，径 1.2~ l.5cm，基部の総包片は微

小で、目立たない. 花は淡紅色~紅紫色， 長さ

7nun，等は上下 2唇にわかれ，上唇は下唇と

同長かやや長く，長毛を密生し裂片は細く尖る.

花は開花するにしたがい，花弁の位置を転倒，

舟弁が上側に，旗弁が下側になり， 上唇は花

後大きく膨らみ袋状となる. 豆果は l種子を入

れる

標本

川崎市中原区小杉多摩川樋管の上流 100m

Aug.14，2006浅生宗蔵 KPM-NAOI25612;伊勢

原市子易仁が久保林道 Jun.25，2006佐々木あや

子 K.PM-NAOI25926

シロガネチ力ラシバを野外で見かけて
(金子紀子 ・古川冷貫)

l.発見時の印象 (金子)

2006年 8月はじめ，横浜市金沢区西柴 1丁

目の国道 16号に面した交番の脇で信号待ちの

尊から知らないイネ科植物が見えた.シナダレス

ズメガヤが大きな白っぽいエノコログサの穂をつ

けた感じで、あった 8月 16日， 再度現地に詳

細に見に行った. 長くて細し、葉は触ってみると

非常に硬くシュロの葉と似た触感で、あった. 穂も

かなり太く，ノギが長く， エノコログサ属ではない.

園芸種カもしれなし、と付近のお宅を覗いてみた

が見当たらず， 分からないので古川|さんに写真

を見ていただき，標本も採取していただいた(横

浜市子ども植物園に収蔵の予定). Pennisetum 

villosum R.Br. ex Fresen.で、あることが分かった

同時に園芸種に詳しい方が書き込みをされてい

るネットの掲示板で、質問したところ， 通称 「ギン

ギツネJと言われているそうだ.

2 特徴や越冬性など (古)11) 

Pennisetum ( チカラ、ンバ属 ) は世界に 80 ~

130種あるとされ， シロガネチカラシパはエチオ

ピア， 北ソマリヤ， アラビア半島の山地などに

自生する 園芸品として世界で栽培されており，

日本でもオーナメンタル ・ク、ラスのひとつとして

最近人気が出ている 園芸における流通名ある

いは一般名として「ギンギツネJとも呼ばれ，ほ

かに「ベニセタム ・ギンギツネJと称されることも

あるー

金子さんから知らせを受けて発見場所に行って

みると，道路脇のコンクリート製段差と石垣のわず

かな隙聞に根茎を張り大きな株をなしている 花

序は白色の剛毛が長く伸び， 同IJ毛を含めた太さ

は 5CIllほとoもあって， エノコログサ属の細長い花

序とは印象がかなり異なる 見た目にはふさふさ

した長白毛の中に小穂の緑色と長い雌しべが見

え隠れしているのが特徴的だ この周辺にはほ

かに分布は確認できず， どのような経緯でこの

場所で、生育するに至ったか見当がつかない 園

芸品の逸出なのか， それとも永続帰化へとたど

シロガネチカラシバ 2006年 8月 16日， 金子紀子撮影
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るいずれかの段階にあるのかといった野生化の

程度についても今のところ不明.

小穂等の形態をもとに種名を調べたところキピ

E科， キビ連， チカラシパ属へと行き着き， チ

カラシパ属の中で、も①ノト穂、がとても長くて 9~ 12 

皿，②岡IJ毛が羽状に分岐して白色， ③主剛毛

(primary bristle)がそれ以外の剛毛よりさほど長く

ない ーーなどにより Pvillosumと同定できた エ

ダウチチカラシパ Pennisetumorientale Rich.も剛

毛が羽状に分岐するが，花序が長さ 15~ 25 CJll 

の円柱状で， 暗紫色のうえ， 小穂も長さ 4 ~6

阻ほどしかない なお成熟期に小穂が果実を包

んだまま剛毛と共に脱落することで，同IJ毛を残し

て小穂のみ脱落するエノコロク守サ属とは異なる.

園芸品として花壇植栽や鉢植えにされ， 日な

たと湿り気のある土を好む.強健だが凍らせな

いレベノレの管理が必要となるため， 多年草では

あるものの冬越えさせるよりも播種による栽培で

一年草として扱うことが多い.

世界広く園芸品の逸出にもとづく野生化が進ん

でしもことから， 金沢区のこの場所に定着するの

か否か，今後の神奈川県における野外での発

見の広がり及び野性化の可能性を含めて興味深

いものがある. その場合の主要なポイントとなる

生理的特性のひとつが越冬性である. 園芸栽培

におけるギンギツネの耐寒性については諸説あり

r50cよりしてらか低くなっても生育可能Jやr-50
C 

まで耐えることができる」などがある.一定気温

以下の土地で越冬させるためには屋内などに移

すか， マルチングなどによって株元を覆うことが

必要になる. こうしたことからすると園芸品が逸出

したとしても越冬できないケースもあるだろう

神奈川県における生育 (枯死)状況の 1例を

紹介したい.神奈川県農業技術センター ・果

樹花き研究部は緑化樹園場 ・宿根草見本園に，

日本独自の気候との関係や鑑賞性の維持につ

いて調べるため多年草 120種とともにシロガネチ

カラシパを栽培している. このほど生育状況を問

い合わせたところ 昨年はきれいに(稗や花

序が)出ていたが，今年は出ていなし、」とのこ

とで， 数年間は無事に生育するものの， それ以

上は持続することなく枯死するとし、う. 同研究部

-784-

はその原因について幅広い要因があり得るとしな

がらも， とくに地面が凍ってしまうと生育できない

ことを主因に挙げている. なお同園場は平塚市

上吉沢にあるが， 冬の気温は平塚市街よりも約

20C低いとし、う 近くの辻堂に気象庁の気視観

測地点があるのでその冬季気温が興味深いが，

あるいは昨年と今年の気温差も影響している可

能性はないだろうか.

本稿は冬季に枯死した神奈川県農業技術セン

ターのケースと，株のマルチンク守等や室内への

移動によって越年可能としている多数のケースが

あることにもとづき耐寒性に着目しすぎているカも

しれないが， 野生化の途次にあるシロガネチカ

ラシパが越冬で、きるか否かは， 神奈川県内でも

場所によって異なる場合があると考えられないで

はない また野外で生育しているのを発見した

場合でも，数年以上それが継続するかどうか観

察を要すると思われる

参考に供するため神奈川県各地における昨年

と今年の 1 ~2 月の最低気温等(気象庁発表)

を付記する.

< 2005 年 1 ~2 月>

最低気温=横浜一 o.rc，三浦-1.1oC，海

老名 5.8
0

C，辻堂 2.2
0

C， 小田原-4SC

日最低気温が ooC以下の日数(冬日という)

= j横浜 4日， 三浦 3日， 海老名 35日，辻堂

11日，小田原 19日

< 2006 年 1 ~ 2 月>

最低気rlili.=横浜-2.2
0C，三浦一 l.rc，海

老名-5.7
0C，辻堂-3.3

0

C，小田原-3.6
0

C 

日最低気温が oOc以下の日数=横浜 8

日， 三浦 6日，海老名 34日，辻堂 20日，

小田原 28日

3. 形態 (同)

多年草で根茎があり， 引抜きにくし、 稗は直

立し高さ 15~ 75 CJll.葉鞘は無毛で口部に白

毛がある. 葉舌は高さ 1~ 1.3皿ほと守の毛列と

なる 葉は長さ 10~ 50 CID， I幅2~ 5 nun， 内

側へ 2つに折れ，やや堅く無毛で表面がざらつ

き，基部に縁毛がある.

花序は長さ 5 ~ I 1.5 CJll，幅 5 ~ 7.5 CIDと太い.



花序の中軸には軟毛があり， 短い枝には数多く

の剛毛と 1 ~ 4 小穂がつく. 岡IJ毛は外側のもの

が 4 ~ 8 本あり長さ 3 ~ 13.5 mm. 内側のものが

20 ~ 40本で羽状に分岐し，長さ 10~ 50凹.

主剛毛 (primarybristle)は長さ 40~ 50阻で，

他の種に比べるとさほど突出した長さとならない.

小穂は披針形で、 2 小花からなり，長さ 9~ 12阻，

薄緑色.第 l包穎は膜質で無脈，長さ約 0.3

~ lmm，第 2 包穎は 1 ~ 3 脈で長さ 2.5 ~ 5 皿.

第 l小花は雄d性または不稔 護穎は長さ 7.5~ 

11 凹 7~9 脈， 内頴は長さ 5.5~ 8.5阻で，

無いこともある. 第 2小花は稔性. 誰穎は長さ

9 ~ 1 1.5凹で'7 脈， 内穎は長さ 6.5~ 9.5阻

めしべは花柱が長くて柱頭部分が小穂の 2/3か

ら同長ほど突き出て目立つ.穎果は成熟期に護

穎と内穎に包まれ剛毛とともに脱落する. 花期

は6~ 10月.
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モエジマシダを鶴見区で記録
(林辰雄)

2006年 8月 l日，横浜市鶴見区東寺尾でモ

エジマシダを確認したので報告する モエジマ

シダは 1997年に後藤昭子さんが神奈川区鳥越

で¥和田良子さんが 2004年に西区浅間台で採

集されている.

今回確認した場所は鶴見区東寺尾一丁目.バ

ス停内路から数分入った入江川せせらぎの緑

道Jの入口で，ここは幅 1.5mほど、の小)11が流れ，

両側に大きな石組みがあって， 石の聞にそエジ

マシタやが着生していた 大きな株は高さ 60cmく

らい， 小さなものは 25cmくらいで，着生の密度

はそれほど多くなく， 緑道を上、流に向かってだ、ん

だん少なくなり， 100mほどの距離に 20株ほど

が見られ，そこから上流では見られない この

石組みには他にホウライシダ， ヤブソテツ， イノ

モトソウ，タチシノブ， それにメキシコマンネング‘

サが生え， 水流の中にはセキショウが見られた.

モエジマシダが見られる 3ヶ所は鶴見区，神奈

川区，西区と互いに隣接している 日本では九

州，琉球が分布の中心で，熱帯では雑草とされ

ていて，神奈川県のものは栽培していたものから

の逸出と思われる.強い繁殖力のモエジマ、ンター

は今後も神奈川県内で分布を広げてゆくのでは

なし、かと思われる.西区の現場は見ていないの

で分からないが，神奈川区や鶴見区ではいずれ

も冬季，北風が当たらない向陽の石組みなので，

今後そんな場所でモエジマシダが見つかるカもし

れない.

モエジマシダ 2006年 8月 l日撮影.
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三浦半島で、発見されたクルマバヒメ

ハギ
(大森雄治)

ヒメハギ科の帰化植物クルマパヒメハギ Polygala

νerticillata し が横須賀市光の.fr，光の丘水辺

公圏内で、見つかったので、報告する

横須賀植物会会員の岩切千代子さんから，横

須賀市光の丘「光の丘水辺公園」の「四季の池」

の園路に沿った植え込みの中に， これまで見た

ことのないヒメハギ科らしい植物があるとのお知ら

せを受け， 2004年 7月 l日に岩切さんのご案

内で現地を訪れた.葉は4輸生している節もあっ

たが，ハリヒメハギもそうなることがあるとの記事も

あり， ハリヒメハギと同定した. その後 2006年 6

月 29日に同じく横須賀植物会の石橋美春さんが

同じ場所からハリヒメハギのようだ、が， 葉が 4輪

生しているのでL違うので、はとさく葉標本を持ってこ

られた.改めて標本や写真を見直し， 千葉県植

物誌により， クノレマパヒメハギが近隣に存在する

ことを知り， 下記の記載から判断してクノレ7 パヒメ

ノ、キ、と同定した

「クルマパヒメハギでは，少なくとも下方の葉は

2-5輸生し， ハリヒメハギで、は葉は互生し， 時に

下方で 2-5輪生する 同種とも花序は総状花

序で下から)1慎に成熟し，脱落するーそのため，

クルマパヒメハギでは， 花序(果序)は 4cm

までになるが， 花や果実がついている部分は

ふ15mm，一方ハリヒメハギで、は花序(果序)が

10cmまで伸長し， 花や果実がついている部分

は 1-5cmJ(Gl巴ason& Cronqllist 1991)ー

クルマパヒメハギは浅井

康宏先生がかつて神奈川

で採集されている(浅井 ・

斉藤 1979)が，~神奈川県

植物誌 200Ulには掲載さ

れていなし、- 今回の記録

は県内では 2例目になる

が，千葉県 ・神奈川県以

外からは見つかっていない

ようである o青7}cm肩2003). 

光の丘水辺公園は 3つ

の池と湿地， それをつなぐ

水路と散策路からなる公園で，横須賀リサーチ

ノfークが造成されたときに， 造成前の自然環境

を復元しようと， 周辺の山林はほとんど手を入れ

ず， 池の底土や湿地の土は， 埋め立て前の杉

釜の池の底土を移植するなどの配慮がなされた

公園である.とはいえ，谷は40mほど埋められ，

園路の周囲には様々な低木が移植されている.

これらに混じって北米原産の本種が出現したもの

と推定される

日ごろから地元の植物に関する情報や資料を

提供されているお二人に，お詫びと感謝を申し上

げる.
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クルマパヒメハギ 2004年 7月 l日撮影.
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